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「縄の結び方もいろいろあるナー」　　　　　　3月27日　役場横広場

－日本ボーイスカウト遠賀第2団カブスカウトの訓練－

＊　4　月　の　税　金　＊

固定資産税（1期分）　　　軽　自　動　車　税
納期限　　4月25日（月）まで　　　　　　　　納期限　　4月25日（月）まで

税金で　みんなのための　国づくり（霊菅吾撃震酒井千代子）
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明るい選挙は、

わたしたち一人ひとりの手で

選挙は、わたしたちの暮らしの頗いを政治に反映さ

せる最大のチャンスであり、わたしたちの一票は暮ら

しをよくするための貴重なせ意思表示、です。

これからの遠賀町の政治を任せる人を選ぶにあたっ

て、わたしたちは冷静に悔いのない一票を投じ部、も

のです。

入
場
券
や

普
通
の
紙
や
名
刺
な
ど
に
候
補
者
の
氏

名
を
番
い
て
投
票
し
た
も
の
。

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
魯

い
た
j
b
の
。

◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計

な
こ
と
を
番
い
た
ら
の
。

た
と
え
ば
、

・
氏
名
を
、
○
や
「
L
 
C
印
な
ど

で
囲
ん
だ
も
の

・
氏
名
の
下
に
「
へ
」
　
「
え
」
　
「
さ

ん
へ
」
な
ど
と
沓
い
た
ち
の

◎
候
稲
者
の
氏
名
を
日
韓
し
な
い
も

の
。
た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た
も

の。

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
毀
票
を

依
頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、

「
芦
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投

票
依
頼
の
署
名
を
集
め
ろ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
0
0
さ
ん
に
投
票
し
な
い
と
い

う
趣
旨
の
署
名
を
集
め
ろ
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め

る
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る
場
合
等
選
挙

に
関
す
る
署
名
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

署
名
運
動

こ
ん
な
選
挙
運
動
は

違

反

で

す

同
国
開
聞
H

こ
の
場
合
「
芦
別
」
と
は
、
必
ず
し

も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工
場
も

含
ま
れ
、
「
訪
問
」
と
は
、
必
ず
し
も

有
権
者
宅
に
入
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
入

口
や
軒
下
で
面
接
す
る
場
合
も
含
ま
れ

ます。

有
締
着
の
注
目
を
集
め
ろ
た
め
に
自

動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊
列
を

組
ん
で
往
来
し
た
り
、
ま
た
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
チ
ン
ド
ン
屋
を
雇

う
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た
め
の
気
労
を

張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
　
ん
な
毅
票
は

無
効
で
　
す

気
勢
を
張
る
行
為

杖自もと子りよ年●
つそ・かを手
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「∴－「」枯
　
葉
　
石
　
の
　
詰

む
か
し
、
島
津
村
に
碧
い
夫
婦
が
い
ま
し
た
。
こ
の

夫
婦
は
と
て
も
よ
く
働
く
こ
と
で
有
名
で
し
た
。

朝
は
ま
だ
夜
の
明
け
な
い
頃
か
ら
起
き
、
朝
星
を
い

た
だ
き
な
が
ら
田
圃
に
出
て
、
夕
方
陽
が
落
ち
て
、
か

わ
た
れ
ど
き
、
と
い
わ
れ
る
こ
ろ
ま
で
せ
っ
せ
と
働
く

夜
は
夜
で
ま
た
遅
く
ま
で
、
夜
な
べ
仕
事
を
す
る
。

野
良
仕
事
の
な
い
時
は
川
に
出
て
、
魚
を
獲
っ
た
り
、

シ
ジ
ミ
貝
を
と
っ
た
り
し
て
、
芦
屋
の
町
に
売
り
に
行

く

o
そ
ん
な
、
仕
事
の
虫
と
で
も
言
え
そ
う
な
夫
婦
に
も

一
つ
の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
お
嫁
さ

ん
の
漬
け
た
漬
物
が
、
い
つ
も
永
く
置
け
な
い
こ
と
で

し
た
。
い
く
ら
塩
を
利
か
し
て
も
、
重
し
を
多
く
し
て

も
、
漬
物
は
す
ぐ
腐
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

困
り
ば
て
た
お
嫁
さ
ん
は
、
家
に
は
老
人
も
い
な
い

（
版
画
　
片
山
正
信
）

と
お
祈
り
し
ま
し
た
。

日
参
を
つ
づ
け
て
一
か
月
も
過
ぎ
た
あ
る
夜
、
暗
い
帰
り
道
で
お
嫁
さ
ん
は
大
き
な
石

に
顕
づ
い
て
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
で
す
。
ど
こ
か
ら
か
声
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。

「
お
前
の
つ
ま
づ
い
た
石
を
漬
物
の
石
に
す
る
と
、
漬
物
は
う
ま
く
で
き
る
の
だ
」

お
嫁
さ
ん
は
、
驚
い
て
、
転
ん
だ
足
の
痛
さ
も
忘
れ
、
そ
の
石
を
抱
え
て
帰
り
ま
し
た

半
信
半
疑
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
漬
け
た
は
か
り
の
漬
物
の
重
し
を
、
そ
の
石
と
換
え
ま

した。

し
、
誰
も
相
談
す
る
人
も
な
い
の
で
、
あ
る
夜
村
の
鎮
守
さ
ま
に
お
参
り
し
て

「
ど
う
か
わ
た
し
に
漬
物
を
漬
け
る
コ
ツ
を
お
教
え
く
だ
さ
い
」

か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

数
日
が
す
ぎ
た
頃
、
漬
物
は
巧
く
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
ま
た
幾
日
か
か
す
ざ
ま
し
た
が
、
今
度
は
漬
物

は
腐
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

薗
ら
ぬ
だ
け
で
な
く
、
ほ
ん
と
に
美
味
し
い
漬
物
が

出
来
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
た
ず
ね
て
き
た
人
か
ら
も
、

「
ど
う
し
た
お
い
し
い
漬
物
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
コ

ツ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
漬
物
に
し
た
石
こ
そ
「
櫓
薬
石
」
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
石
で
水
成
岩
の
肌
に
、
美
し
い
橋
の
薬
の

模
様
が
化
石
に
な
っ
て
、
見
え
る
の
で
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
お
い
し
い
漬
物
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
助
の
よ
う
な
櫓
薬
石
…
…
今
で
は
探
し
て
も
は

（
岡
谷
　
高
）

故事るこ起－ebずはるれ渡すはるま止
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語　　　　　　　　　　　　転
教　教　教　教
諭　論目論　頭　入

語
数　教　教　　　教　教　教
論　議　頭　入　諭　諭　頭　出

木　菟谷
底　田　口
成　秀隆
子　宰産

新　患　広
住　田　渡
中　小
教
諭

軽
教　教　数　教
諭　諭　諭　頭　出

山　谷　木
本　口　瞭
祐　隆　男
子　彦　一

と　び　出　せ　ば　　事　故　も　と　び　出　す　　目　の　前

遠
賀
・
中
間
地
区
老
人
大
学
講
座
と

老
人
大
学
院
の
受
諾
者
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
創
造
す
る
た

め
に
、
遠
賀
・
中
岡
地
区
老
人
大
学
講

座
が
毎
年
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
老
人
大
学
請
座
は
遠
賀
町
中

央
公
民
館
を
会
場
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

老
人
大
学
譜
座

▽
開
設
期
間
　
5
月
中
旬
～
日
月
中
旬

ま
で
毎
週
水
同
日
（
8
月
休
識
）

▽
開
設
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
選
択
コ
ー
ス
　
密
通
、
陶
芸
、
民
謡

俳
句

▽
対
象
者
　
0
0
歳
以
上
の
人

な
お
、
新
規
受
話
者
を
優
先
。

老
人
大
学
院
講
座

▽
開
設
期
間
　
5
月
中
旬
～
Ⅱ
月
中
旬

ま
で
毎
週
金
田
日
（
8
月
休
識
）

▽
開
設
場
所
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

▽
選
択
コ
ー
ス
　
密
通
、
園
芸
、
民
謡

俳
句

▽
対
象
者
　
0
0
戯
以
上
の
人
で
、
過
去

に
老
人
大
学
離
座
を
終
了
し
た
人

▽
申
込
先
　
大
学
・
大
学
院
請
盛
と
も

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

舘
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
ど
う
ぞ

遠
賀
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
関
す
る
縦
覧

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
遠
賀
都
市
計

画
公
園
の
変
更
（
知
郊
決
定
）
に
関
す

る
縦
雅
を
し
ま
す
。
な
お
、
案
に
つ
い

て
こ
慧
兄
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
都
市
計
画
の
理
類
名
称

遠
賀
都
市
計
画
公
園
6
．
4
．
1

遠
賀
総
合
運
動
公
園

▽
都
市
計
両
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

遠
賀
町
大
字
広
浅
学
罵
田
・
字
江
頭

の
各
字
の
一
部

▽
続
発
期
間

昭
和
5
8
年
4
月
1
日
～
昭
和
5
0
年
4

月
1
4
日

▽
縦
艶
場
所

福
岡
県
庁
土
木
部
都
市
計
画
課
、
遠

賀
町
役
場
企
画
課
の
窓
口

身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

巡
回
相
域
が
あ
り
ま
す

▽
日
　
時
　
同
和
5
8
年
4
月
2
8
日
（
木
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

お
よ
び
戦
傷
病
者
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（

内
部
障
害
者
は
除
く
）

▽
相
談
内
容

o
補
装
具
の
交
付
、
修
理
の
雲
呑
判

定
処
方
、
適
合
判
定

。
更
生
医
感
給
付
要
否
の
判
定

。
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
や
福

祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

。
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る

判
定

。
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
は
手
帳
も
持
参
）

青
い
鳥
郵
便
ハ
カ
キ
の
配
布

▽
対
　
象
　
満
6
歳
以
上
で
身
体
障
害

サ

イ

レ

ン

の

吹

鳴

テ

ス

ト

を

行

い

ま

す

役
勘
屋
上
の
サ
イ
レ
ン
だ
け
で
は
、
　
に
行
う
た
め
浅
木
・
島
田
而
小
学
枚
に

虫
生
津
、
鬼
津
方
向
の
消
防
団
貝
は
サ
　
無
線
操
作
サ
イ
レ
ン
を
新
設
し
ま
レ

イ
レ
ン
が
聞
こ
え
ず
、
出
動
に
支
障
を
ー
∴
た
。
こ
れ
に
伴
う
テ
ス
ト
吹
鳴
を
4
月

き
た
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
火
災
出
勤
　
1
7
日
　
（
日
）
　
正
午
に
2
分
間
行
い
ま

等
消
防
団
貝
の
出
勤
指
令
を
迅
速
確
実
　
す
。

ざ
違
え
を
箪
蛋
害
意
料
を
蛋
藍
窪
斎
唇
争
宮
窪
嵐
を
争
営
霊
景

鵡
　
遠
賀
町
小
中
学
校
教
職
員
の
異
動
　
醐

曽
害
意
意
岳
や
黄
菩
茎
貴
意
毛
や
黄
菩
茎
貴
意
豆
事
寄
書
雲
量
意

島

門

小

学

校

　

　

　

　

教

諭

矢

野

ヤ

ツ

エ

退

職

者
手
帳
一
級
お
よ
び

出
職
名
、
氏
名
、
転
出
先
（
退
職
）

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
　
太
田
俊
夫
　
山
鹿
小
数
頭

教
諭
∴
菟
田
秀
幸
　
浅
木
小

教
諭
　
永
沼
ス
ガ
子
　
頃
末
小

事
務
主
事
∴
緒
方
優
子
　
机
小

人
職
名
、
氏
名
、
前
任
絞
（
新
任
）

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
　
中
尾
治
美
　
吉
田
小

教
諭
　
山
本
祐
子
　
広
漠
小

教
諭
　
本
　
俊
剰
　
新
任

事
務
主
査
　
井
上
　
洋
　
机
小

広

渡

小

学

校

安
永
多
蕃
男
　
浅
木
小

中
葉
允
雄
　
戸
切
小

橋
　
初
枝
　
新
任

武
石
真
理
　
新
任

浅

木

小

学

校

安
永
多
萬
男
　
広
漠
小

上
野
辰
巳
　
頃
末
小

松
井
千
枝
子
　
伊
佐
座
小

舘
（
2
9
3
）
0
0
4
2
へ
ど
う
ぞ
。

邸
　
内
輪
中
校
長

木
久
美
子
浅
木
小
教
頭

島
田
小
行
橋
市

遠

賀

中

学

校

庵
　
入
教
諭
　
宵
山
末
子
　
築
上
郡
推
田
中

教
諭
　
笠
鳥
曹
司
　
新
任
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銀行、郵便局などの窓口で受取った現金を

だましとられないように用心してください。

最近、金融鶴田などで引出したはかりの環
金を持ち逃げする新手の詐欺事件が起きて
います。金融機関の窓口以外で、見知らぬ

人への現金の差出しは断りましょう。

折尾警察署・折尾防犯協会連合会

く垂亘＞
50ccパイクは

二人乗りかできません

最近50ccパイクの二人乗りが多くなってき

ました。この50ccパイク（原動機付自転車）

は、乗車人貝一人です。

事故を防ぐ上で福岡県内各警察署は主婦と
子供をどの二人乗りについても4月10日から

検挙していきます。

な　ぜ　急　ぐ　　待　て　ば　ま　た　出　る　　青　信　号

福
岡
県
母
子
家
庭
介
護
人
派
遣
事
業
を

ご

母
子
家
庭
介
護
人
派
遣
譲
葉
は
、
母

親
の
一
時
的
な
疾
病
の
た
め
、
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
母
子
家
庭

に
対
し
、
介
護
人
を
派
遣
し
て
無
料
で

必
要
な
介
護
お
よ
び
乳
幼
児
の
保
育
等

を
行
わ
せ
、
も
っ
て
母
子
家
庭
の
福
祉

の
増
進
を
目
的
に
細
野
が
社
会
福
祉
法

人
福
岡
県
母
子
福
祉
連
盟
会
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
る
郵
菜
で
す
。

▽
派
遣
対
象
　
介
護
人
の
派
遣
対
象
は

乳
幼
児
ま
た
は
小
学
校
在
学
児
童
を

抱
え
た
母
子
家
庭
で
あ
っ
て
、
そ
の

母
の
一
時
的
疾
病
の
た
め
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、
か
つ
介

護
を
行
う
者
を
得
る
こ
と
の
困
難
は

低
所
得
者
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
原
則

存
　
知
　
で
　
す
　
か

と
し
て
介
艶
を
行
わ
な
い
。

用
家
族
櫛
成
員
の
う
ち
に
義
務
教
育

終
了
後
の
児
垂
、
ま
た
は
母
子
家

庭
の
母
以
外
の
成
人
が
含
ま
れ
て

い
ろ
場
合
。

㈲
当
該
家
庭
の
所
得
が
母
子
福
祉
年

金
及
び
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

等
に
係
る
所
得
制
限
限
度
頭
を
越

え
る
場
合
。

㈲
そ
の
他
、
介
護
人
を
派
遭
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場合。

こ
の
事
業
は
登
録
制
で
す
。
希
望
者

は
介
護
人
派
遣
対
象
家
庭
と
し
て
登
録

車
箱
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
諦
求
お
よ
び
聞
合
せ
は
、
役

場
福
祉
課
福
祉
係
へ
ど
う
ぞ
。

更
新
の
締
切
は
－
月
1
5
日
ま
で

町
営
新
町
駐
車
場
を

こ
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

町
営
新
町
駐
車
場
の
月
ま
め
駐
車
場

を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
は
、
昭
和
5
7
年

度
分
の
契
約
が
3
月
軌
日
で
き
れ
て
い

ます。継
続
し
て
、
昭
和
5
0
年
度
利
用
さ
れ

る
人
は
、
契
約
（
昭
和
5
0
年
4
月
1
日

－
昭
和
5
0
牢
3
月
3
1
日
）
　
の
更
新
を
お

頭
い
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
昭
和
的
年
4
月
1
日
－

4
月
1
5
日
（
期
日
厳
守
）

▽
受
付
場
所
　
役
場
財
務
課
窓
口

▽
勝
行
品
　
印
鑑

▽
使
用
料
　
月
二
千
円

な
お
、
納
付
番
は
更
新
の
と
き
に
お

渡
し
し
ま
す
。

脚
掴

ド
ン
パ
イ
つ
、
メ
ン
タ
、
⊃
マ

ン
シ
ャ
コ
、
オ
キ
ン
チ
ャ
、
ド
ン

ポ
　
ー
　
こ
れ
、
何
の
こ
と
だ
が
分

か
り
ま
す
か
。
ど
れ
も
メ
ダ
カ
の

わ
国
言
葉
で
す
。

メ
ダ
カ
は
、
北
海
道
を
除
く
日

本
の
各
地
に
広
く
見
ら
れ
、

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
だ

け
に
、
呼
び
名
も
地
方
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
数

カ
は
人
間
の
た
め
に
結
構
役
立
っ

て
い
ま
す
。

メ
ダ
カ
は
歳
時
記
の
上
で
は
裏

の
季
題
で
す
が
、
春
ら
し
い
雰
囲

気
の
魚
で
も
あ
り
ま
す
。
春
に
な

り
水
温
が
上
が
る
（
摂
氏
十
三
度

く
ら
い
）
と
活
動
し
た
す
こ
と
や

，
春
の
小
川
．
の
歌
に
登
場
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
ょ
う
。

メ
ダ
カ
の
群
れ
が
列
を
作
っ
て

ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
の
を
見
る
と
、
小

学
校
の
新
入
生
の
集
団
登
校

風
景
を
思
い
出
し
ま
す
。
子

力
　
供
を
某
富
枝
さ
せ
る
か
、

個
人
で
登
校
す
る
、
い
れ
ゆ

は
二
千
に
皇
る
と
い
わ
れ
　
ダ

ま
す
。体
長
二
・
五
セ
ン
チ
か
ら

四
セ
ン
チ
、
日
本
の
魚
の
中
　
メ

で
は
最
も
小
さ
く
、
そ
の
た

る
〟
き
み
だ
れ
登
校
〟
か
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
道
路
事

情
や
交
通
事
伸
に
よ
っ
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

な
お
、
集
団
登
校
を
さ
せ

め
か
「
メ
ダ
カ
も
魚
（
ト
ト
）

の
う
ち
」
な
ど
と
い
っ
て
か

ら
か
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
遺

伝
な
ど
の
研
究
用
と
し
て
、
メ
タ

る
場
合
に
は
、
子
供
が
リ
i

ダ
ー
を
頼
り
に
し
て
歩
き
、
自
主

的
な
判
断
と
行
動
が
損
な
わ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
集
団
の
一
人

一
人
が
安
全
を
碇
泌
し
て
行
動
す

る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
入
学

シ
ー
ズ
ン
は
、
特
に
通
学
に
不
慣

れ
な
新
入
生
が
歩
い
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
運
転
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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▽　▽　▽　▽　　▽　▽
内持対∵掲　　時期
参象
容晶者　所　　間　自

体母生役　の　9　4
電子後場　間時　月、手　0　保　に　3018

身　脹）僅　お　分　日
長　　6　室　い　か（
等　　カ　　で　ら　月
の　　月　　く10）
測　　児　　だ時
定　　　　　　さ　30

い　分
西町（虫生津439番地の1）

石松　聡一　く　ん

（由英子さんの長男）

昭和57年4月16日生

車と外に出ることが大好き。
お姉ちゃんICガ～ンとだおされ

ても絶対に泣きません。今は家
の中どこでもはいまわって悪い

ことばかり。でも、自由にのび

のび大きく育ってほしいです。

広渡2044番地
ゆ∴か∴り

織田　有加里ちゃん

（和明子さんの長女）

昭和57年6月29日生

いつも男の子に聞違えられる

けど、れっきとした女の子／車
に乗るとご気嫌なんです。少々

小さめだけど、とっても元気で

病気知らず。今はおもちゃのラ
ッパとピアノが気に入ってます

掴
隅
鰹
衛
圃
山
笠
の
網
正
夢

B

c

c

I

こ
の
4
月
に
小
学
校
に
入
学
し
た

子
供
が
、
最
初
に
受
け
る
予
防
接
種

は
B
C
G
で
す
。

B
C
G
の
接
穂
は
、
体
内
に
結
核

菌
に
対
す
ろ
免
投
を
つ
く
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
自
然
感
染
を
受

け
で
も
発
病
の
危
険
性
は
非
常
に
少

な
く
な
り
ま
す
、
結
核
は
、
年
々
減

っ
て
は
い
ま
す
が
、
最
近
で
も
、
乳

幼
児
の
繕
核
は
ま
だ
か
な
り
発
生
し

て
お
り
、
病
後
の
経
過
も
よ
く
な
い

の
で
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

接
種
を
受
け
る
の
は
、
四
歳
ま
で

に
一
回
、
小
学
一
年
生
で
一
回
、
中

学
一
年
生
で
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
っ
て
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま

す。
B
C
G
は
副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
っ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
予
防
接
種
で
す
が
、
接
穂
時
は
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

∇
子
供
が
健
康
で
体
の
調
子
の
よ
い

と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う

▽
体
や
肌
着
を
清
潔
に
し
て
お
さ
ま

一
回
日
は
な
る
べ
く

乳
児
期
に

し
ょ
う

▽
接
感
を
受
け
た
日
は
入
浴
を
避
け

ま
し
ょ
え
ノ

以
上
の
三
点
は
す
べ
て
の
予
防
接

浬
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
B
C
G
接
穂
に
限
っ
て
み

ま
す
と
、
外
傷
な
ど
が
で
き
た
と
き

傷
口
に
ケ
ロ
イ
ド
の
で
き
や
す
い
人

は
B
C
G
接
種
を
や
め
た
ほ
う
が
よ

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

B
C
G
接
種
を
受
け
た
人
は
、
翌

年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
、

陽
転
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

ます。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

∇
屈
出
先

▽
届
出
期
限

北
九
州
市
小
倉
南
区
大
字

高
津
尾
脚
の
4
、
3
1
5

北
九
州
市
土
地
開
発
公
社

衝

（

5

8

2

）

3

1

6

1

昭
和
5
8
年
5
月
3
1
日

三
田
市
合
志
字
奈
良
山
1

9
8
9
番
地

三
田
市
役
所
保
健
衛
生
係

舘

0

7

9

5

6

（

3

）

4

昭
和
5
8
年
5
月
3
1
日

目のなんみ手の母る守命のこ
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昭
和
5
0
年
度
食
生
活
改
善
推
進
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
普
及
　
▽
開
講
日
　
昭
和
5
0
年
5
月
－
昭
和
5
0

徹
底
を
図
り
、
健
康
や
栄
蛍
に
関
す
る
　
　
　
　
　
年
3
月
ま
で
毎
月
一
回
（

知
識
の
学
習
、
実
践
を
目
的
と
し
て
活
　
　
　
　
　
　
第
一
二
金
岡
日
）

勤
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
受
請
科
　
無
料

▽
定
　
員
　
十
名

▽
開
講
場
所
　
遠
賀
保
健
所
　
　
　
　
　
▽
申
込
方
法
　
希
望
さ
れ
る
人
は
役
場

▽
申
込
締
切

▽
そ
の
他

保
健
衛
生
係
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
（
璃
話
も
可
）

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

だ
き
ま
す
。

4
月
2
5
日
（
月
）

満
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食

生
活
改
善
推
進
員
（
緑
黄

会
）
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

自
然
は
め
ん
槍
の
も
の

憩
い
の
場
所
を
ゴ
ミ
か
ら
守
ろ
う

子
宮
体
ガ
ン
の
話
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

子
宮
体
ガ
ン
は
、
体
質
と
関
係
あ
る

特
殊
な
ガ
ン
で
す
。

体
型
日
本
婦
人
で
は
、
体
力
ン
患
者
の
三

十
パ
ー
セ
ン
ト
は
肥
満
型
で
す
。
し
か

し
、
す
べ
て
が
肥
満
型
と
い
う
わ
け
で

な
く
、
や
せ
て
細
い
婦
人
で
も
体
ガ
ン

は
発
生
し
ま
す
。
白
人
は
、
肥
満
型
が

多
く
て
体
ガ
ン
が
多
い
。
日
本
人
で
は

白
人
に
比
べ
て
肥
満
型
は
少
な
く
、
か

つ
、
体
ガ
ン
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
肥

満
が
体
ガ
ン
発
生
の
誘
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
肥
満
型
は
、

内
分
泌
機
能
に
関
係
が
深
い
か
ら
、
体

ガ
ン
の
発
生
し
や
す
い
体
質
の
本
態
は

ホ
ル
モ
ン
異
常
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

糖
尿
病

ホ
ル
モ
ン
異
常
、
お
よ
び
肥
満
と
関

係
あ
る
病
気
と
し
て
は
、
ま
す
医
学
常

強
と
し
て
、
膵
臓
ホ
ル
モ
ン
（
ィ
ン
シ

ュ
リ
ン
）
の
異
常
に
よ
る
、
糖
尿
病
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
い
た
い
白
人
に
は

漕
尿
病
が
多
く
て
、
垂
庭
で
昏
睡
し
て

死
亡
す
る
よ
う
な
人
が
多
い
。
こ
れ
に

反
し
て
日
本
人
に
は
、
糖
尿
病
が
少
な

く
、
軽
症
で
す
。
体
ガ
ン
は
日
本
人
に

少
な
く
、
白
人
に
多
い
こ
と
か
ら
、
糖

尿
病
は
、
体
ガ
ン
の
内
因
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
体
ガ
ン
患

者
に
は
、
血
指
値
が
、
剛
〃
以
上
（
普

通
1
2
0
〃
～
0
0
槽
）
の
も
の
が
、
三
十
パ

ー
セ
ン
ト
認
め
ら
れ
ま
す
。

高
血
圧

肥
満
お
よ
び
楯
尿
病
が
、
体
ガ
ン
と

あ
る
程
度
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
、

当
然
高
血
圧
に
つ
い
て
も
、
疑
問
が
持

た
れ
ま
す
。
外
国
で
は
、
肥
満
・
糖
尿

病
・
高
血
圧
は
、
体
ガ
ン
の
三
大
特
徴

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
体

ガ
ン
患
者
の
最
高
血
圧
（
脚
以
上
）
の

人
が
、
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
体
ガ
ン
の
体
質

的
特
異
性
は
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

く
、
や
せ
た
婦
人
や
、
血
圧
の
低
い
人

に
も
、
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
断

っ
て
お
き
ま
す
。

体
ガ
ン
と
卵
胞
ホ
ル
モ
ン

体
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
は
、
卵
胞
ホ
ル
モ

ン
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

そ
の
理
由
と
し
て
、
①
特
殊
な
系
統
の

ネ
ズ
ミ
に
、
多
量
の
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
を

注
射
す
る
と
、
乳
ガ
ン
と
、
体
ガ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
、
碓
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
②
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
を
多
量
に
分
泌

す
る
特
殊
な
卵
巣
腫
瘍
が
あ
る
患
者
に

は
、
こ
れ
と
体
ガ
ン
が
合
併
す
る
と
い

う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
卵
胞
ホ
ル
モ
ン

剤
を
服
用
し
た
り
、
注
射
す
る
と
ガ
ン

に
な
る
か
、
と
い
う
質
問
を
受
け
ま
す

が
、
婦
人
科
医
が
子
宮
発
育
不
全
や
、

更
年
期
障
害
の
治
療
に
使
う
程
度
の
、

ホ
ル
モ
ン
剤
の
塁
と
期
間
で
は
、
体
ガ

ン
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
　
　
（
続
く
）

た
ま
の
休
日
、
家
族
そ
ろ
っ
て
大
自

然
の
な
か
で
の
一
家
団
ら
ん
は
、
心
の

は
ず
む
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

お
ぺ
ん
と
う
は
お
い
し
い
し
、
新
鮮

な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
、

〟
命
の
洗
た
く
〟
…
…
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
山
や
海

が
ゴ
ミ
だ
ら
け
、
空
き
カ
ン
だ
ら
け
で

は
、
楽
し
い
気
持
ち
も
す
っ
か
り
さ
め

て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
家
庭
の
な
か
で
は
き
れ
い
好

き
で
8
、
一
だ
ん
外
に
出
る
と
、
と
た

ん
に
，
ゴ
ミ
無
関
心
派
〟
に
な
っ
て
し

ま
う
人
は
、
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。

〟
私
一
人
く
ら
い
は
：
二
，
：
〟
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
つ
い
ゴ
ミ
を
ポ
イ
と
捨
て

て
し
ま
う
。
そ
れ
が
積
も
り
積
も
っ
て

ゴ
ミ
の
山
・
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

です。家
庭
で
出
る
か
生
活
ゴ
・
i
は
、
一

日
平
均
約
一
キ
ロ
　
（
千
グ
ラ
ム
）
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
て
観
光
地
の

ゴ
ミ
は
、
一
人
当
た
り
約
五
十
グ
ラ

ム
、
家
庭
の
ゴ
ミ
の
二
十
分
の
一
に
す

ぎ
な
い
も
の
の
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
と
、
膨
大
な
畳
に
ふ
く
れ
あ
が
る
の

です。家
族
そ
ろ
っ
て
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
ハ

イ
キ
ン
グ
で
は
、
ゴ
ミ
の
扱
い
に
つ
い

て
、
ま
ず
親
が
子
供
た
ち
に
見
本
を
示

し
ま
し
ょ
う
。

出
た
ゴ
ミ
は
必
ず
ま
と
め
て
ゴ
ミ
箱

へ
。
空
き
カ
ン
は
指
定
の
場
所
に
捨
て

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
ろ
と
き
に
、
ゴ
ミ
用
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
と
便
利

です。自
然
は
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
で
す

一
人
一
人
の
心
か
け
で
、
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
阜
ノ
。

もに子のど○
○でこと声とひて＋

ノつを気
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4月下期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行∴∴事　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当課名）目的及び主軸象等 ��詳　細 

17 �日 �役場サイレン吹鳴テスト �12：00から 　　2分間 �町内三カ所 サイレン �庶務課i ��4ページ 

18 �月 � � �役場保健室 �住民課）生後0－6カ月児 ��6ページ 

24 �目 i �町長、町議会議員 一般選挙投票日 �7：00－ 18：00 �講芸l 投票所 �一選ぶ目が生きて伸びゆく 　　　地方自治－ ��2ページ 

25 �月 �狂犬病予防注射 � �役．場車踵前 �住民課i欝鮮碧注射を �� 
心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �福　祉　課 �弁謹士担当日。相談内容 は⑱で料金無料です。 � 

26 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �住民課i母子手帳交付妊翻 ��6ページ 

e縫∂蓉e齢♂密e

見晴らしです∃」

一第5回町民ハイキングが

開かれます－

齢（∋祷ク

わた　っ　ぢ　ゃ　お　う　　わたれる　だろ　うが　　事故のも　と

鴎
遠
賀
山
友
会
で
は
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
5
6
年

秋
か
ら
馬
頭
岳
（
標
高
泌
m
）
周
辺
を
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
関
係
地
主
の
ご
協
力
に
よ

り
、
こ
の
度
完
成
に
い
た
り
ま
し
た
。

宝
木
線
古
月
駅
－
虫
生
津
新
屋
赦
－
馬
頭
岳
～
読
売
チ
サ

ン
ゴ
ル
フ
場
～
遠
賀
高
校
－
千
代
丸
ロ
バ
ス
停
と
結
ぶ
約
六

キ
ロ
の
コ
ー
ス
は
、
遠
賀
郡
内
全
域
、
遼
く
玄
海
灘
か
ら
皿

曾
山
、
福
智
連
山
、
英
彦
山
が
眺
望
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
コ

ースです。
ま
た
、
春
に
は
山
つ
つ
じ
の
群
落
、
秋
に
は
紅
糞
と
椎
、

ア
ケ
ビ
、
粟
等
の
木
の
実
も
豊
富
で
、
幼
児
か
ら
老
人
を
含

ん
だ
家
族
連
れ
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
等
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
自
然

を
満
喫
で
き
る
紫
賭
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ほ
ど
コ
ー
ス
完
成
を
祝
い
、
第
五
回
町
民
ハ
イ
キ
ン

グ
を
5
月
1
5
日
㈲
、
（
雨
天
の
場
合
は
2
2
日
に
延
期
）
教
育

委
員
会
の
共
催
の
も
と
盛
大
に
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
登
山

口
に
て
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
頂
上
で
は
ぜ
ん
ざ
い
等
で
コ

ー
ス
完
成
を
祝
い
、
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
す
る
予
定

です。今
後
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
た
く
た
め
に
、

こ
家
族
、
各
サ
ー
ク
ル
、
子
供
会
、
学
校
関
係
者
等
、
多
敦

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

回国e圏圏

餐
送
る
餐
急
器
霧

気
鋭
ひ
ど
く
ち
メ
垂

4
月
は
、
周
期
的
に
高
気
圧
や
低
気

圧
が
交
互
に
日
本
付
近
を
通
り
ま
す
。

高
気
圧
に
お
あ
わ
れ
た
う
ら
ら
か
在
日

や
花
ぐ
も
り
、
お
ぼ
ろ
月

を
ど
、
お
だ
や
か
を
日
が

あ
る
か
と
思
う
と
、
低
気

圧
が
発
達
し
て
春
の
あ
ら

し
を
ひ
き
お
こ
し
た
り
、

寒
の
戻
り
と
い
わ
れ
る
寒

い
日
が
や
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

（撹∴定）

4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
低
気
圧
や
前
線
が
通
っ

た
後
、
移
動
性
高
気
圧
に

お
お
あ
れ
る
と
晩
霜
が
お

り
で
、
生
長
し
は
じ
め
た

農
作
物
が
一
夜
に
し
て
霜

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ます。

日
中
で
も
少
し
冷
た
い
風
が
吹
き
、

晴
れ
て
風
が
弱
く
な
り
そ
う
な
日
に
は

予
報
で
謡
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


